
新たな公務員人事管理に関する勉強会（第５回） 議事要旨 

 
 

１．日時 令和６年８月 23日（金）10:00～12:00  

 

２．出席委員 

（座長）横田 明美 明治大学法学部専任教授                   

荒見 玲子 名古屋大学大学院法学研究科教授           

入江 崇介 株式会社リクルートマネジメントソリューションズ 

HR Analytics&Technology Lab 所長     

大木 清弘 東京大学大学院経済学研究科准教授 

小田  勇樹 慶應義塾大学法学部政治学科准教授                   

加藤 守和  PwCコンサルティング合同会社ディレクター        

田中 万理  東京大学大学院経済学研究科准教授 

一橋大学経済研究所准教授                              

早津 裕貴  金沢大学人間社会研究域法学系准教授          

※各委員の所属・役職は令和６年８月 23日時点 

 

３．議事次第 

① 令和６年人事院勧告・報告について 

② 今後の勉強会の進め方について 

 

４．概要 

 事務局から資料説明がなされるとともに、各議題について、出席者全員で主に

以下のような内容について意見交換を行った。 

 

（議題①関係） 

・本年の人事院勧告・報告については、人事院ができる限りの施策を盛り込んだ

ものであるとの肯定的な受け止めが多くあった。 

・委員からは、主に「今後は、給与面のみならず福利厚生面も含めた処遇改善に

取り組むべきである。」、「教養試験の実施拡大などの採用試験改革については、

早い時期から学生に対して情報提供を行うことが必要である。また、採用試験

の見直しにとどまらず、いかに公務の魅力を発信していくかも重要である。」な

どの意見があった。 

 

（議題②関係） 

・本勉強会の活動報告の方法・形式を次回検討することとなった。 

 

以   上 


